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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年3月24日(2011.3.24)

【公開番号】特開2009-187376(P2009-187376A)
【公開日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2009-033
【出願番号】特願2008-27802(P2008-27802)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/06     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５４６Ｋ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３４０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/06    ３０１Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月7日(2011.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のクライアント端末により共有されるファイルを管理するファイル管理装置であっ
て、
　当該ファイル管理装置に登録されたファイルに対する前記クライアント端末からのアク
セス状況を記録する記録手段と、
　当該ファイル管理装置に新規に登録されるファイルとの類似度が所定の閾値以上である
ファイルを当該ファイル管理装置に既に登録されたファイルから探索する探索手段と、
　前記探索手段により探索されたファイルに対するアクセス回数が所定数以上であるクラ
イアント端末に対して、前記新規に登録されるファイルの複製を配信する配信手段と、
　を有することを特徴とするファイル管理装置。
【請求項２】
　前記記録手段は、前記アクセス状況として、前記ファイル管理装置に登録されたファイ
ルに対する前記クライアント端末からの読出し処理の履歴を記録することを特徴とする請
求項１に記載のファイル管理装置。
【請求項３】
　前記読出し処理の履歴には、前記ファイル管理装置に登録されたファイルに対する前記
クライアント端末からの印刷要求に伴って実行される読出し処理の履歴を含むことを特徴
とする請求項２に記載のファイル管理装置。
【請求項４】
　更に、前記新規に登録されるファイルの特徴情報を抽出する抽出手段を備え、
　前記記録手段は、前記新規に登録されたファイルに前記抽出手段によって抽出された特
徴情報を対応付けて記録し、
　前記探索手段は前記抽出手段が抽出した特徴情報と前記記録手段に記録された特徴情報
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とを用いて、前記新規に登録したファイルとの類似度が所定の閾値以上であるファイルを
前記ファイル管理装置に既に登録されたファイルから探索することを特徴とする請求項１
～３いずれか１項に記載のファイル管理装置。
【請求項５】
　前記ファイルの特徴情報は、ファイルに含まれるキーワードであることを特徴とする請
求項４に記載のファイル管理装置。
【請求項６】
　前記ファイルの特徴情報は、概念見出しであることを特徴とする請求項４に記載のファ
イル管理装置。
【請求項７】
　前記ファイルの特徴情報は、ファイルに含まれる画像の特徴であることを特徴とする請
求項４に記載のファイル管理装置。
【請求項８】
　前記ファイルの特徴情報は、ファイルの内容を表すメタデータであることを特徴とする
請求項４に記載のファイル管理装置。
【請求項９】
　前記配信手段は、前記ファイル管理装置に登録されたファイルの複製を登録するキャッ
シュサーバに対して前記ファイルの複製を配信することを特徴とする請求項１～８いずれ
か１項に記載のファイル管理装置。
【請求項１０】
　複数のクライアント端末により共有されるファイルを管理するファイル管理装置におけ
るファイル管理方法であって、
　当該ファイル管理装置に登録されたファイルに対する前記クライアント端末からのアク
セス状況をメモリに記録する記録工程と、
　当該ファイル管理装置に新規に登録されるファイルとの類似度が所定の閾値以上である
ファイルを当該ファイル管理装置に既に登録されたファイルから探索する探索工程と、
　前記探索工程により探索されたファイルに対するアクセス回数が所定数以上であるクラ
イアント端末に対して、前記新規に登録されるファイルの複製を配信する配信工程と、
　を有することを特徴とするファイル管理方法。
【請求項１１】
　複数のクライアント端末により共有されるファイルを管理するファイル管理装置を、
　当該ファイル管理装置に登録されたファイルに対する前記クライアント端末からのアク
セス状況を記録する記録手段と、
　当該ファイル管理装置に新規に登録されるファイルとの類似度が所定の閾値以上である
ファイルを当該ファイル管理装置に既に登録されたファイルから探索する探索手段と、
　前記探索手段により探索されたファイルに対するアクセス回数が所定数以上であるクラ
イアント端末に対して、前記新規に登録されるファイルの複製を配信する配信手段と、
　して機能させるためのコンピュータが読み取り可能なプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を達成するため、本発明は、複数のクライアント端末により共有されるファイ
ルを管理するファイル管理装置であって、当該ファイル管理装置に登録されたファイルに
対する前記クライアント端末からのアクセス状況を記録する記録手段と、当該ファイル管
理装置に新規に登録されるファイルとの類似度が所定の閾値以上であるファイルを当該フ
ァイル管理装置に既に登録されたファイルから探索する探索手段と、前記探索手段により
探索されたファイルに対するアクセス回数が所定数以上であるクライアント端末に対して
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、前記新規に登録されるファイルの複製を配信する配信手段とを有することを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　ＭＦＰ１１２等は、コピー機能、印刷機能、ＦＡＸ機能などを搭載したＭＦＰ（Ｍｕｌ
ｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）である。ＭＦＰ１１２等は、内部に記
憶装置を具備しており、各種のデータを格納することもできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　これらのデバイスは、バス２１９を介して接続されている。また、ファイルサーバ１１
１は、ネットワークＩ／Ｆ２１８を介してネットワーク１１０に接続されている。なお、
キャッシュサーバ１２１，１３１もコンピュータにより構成され、ファイルサーバ１１１
と機能が異なるだけで、ハードウェア構成は同様となっている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　ファイル内容解析部３０１は、ファイルサーバ１１１の管理下にあるファイル、すなわ
ち共有ファイルの内容を解析し、その共有ファイルの特徴を表す要素（特徴要素）を抽出
するためのプログラムである。ファイルの特徴を表す要素とは、例えば重要単語であるキ
ーワード、共有ファイルに含まれる重要な画像の特徴事項、文章の概念を示す概念見出し
、共有ファイルに付加されるメタデータ等である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　次に、ＭＦＰ１１２等の構成を図６、図７に基づいて説明する。図６は、ＭＦＰ１１２
等の外観図である。ＭＦＰ１１２等は、スキャナ部にて読取った画像データをプリンタ部
でプリントするコピー機能や、外部装置から出力された印刷データをプリンタ部７１０で
プリントするプリント機能等の複数の機能を持った画像形成装置である。図６に示したよ
うに、ＭＦＰ１１２等は、ＡＤＦ（オートドキュメントフィーダ）６０１、操作パネル６
０２、マルチ手差しトレイ６０３、サイドペーパーデッキ６０４、カセットペーパーデッ
キ６０５、及びフィニッシャ６０６を有している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４５】
　ＭＦＰ１１２等は、スキャナ部７０１、ＦＡＸ部７０２、ＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）部７０３、専用Ｉ／Ｆ（インタフェース）部７０４、ＵＳ
Ｂ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）　Ｉ／Ｆ部７０５を有している。この
他、ＭＦＰ１１２等は、操作部７０６、ＲＩＰ部７０７、出力画像処理部７０８、ＭＦＰ
制御部７０９、プリンタ部７１０、後処理部７１１、圧縮伸張部７１２、文書管理部７１
３、及びリソース管理部７１４を有している。
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